
平成25年8月6日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 玉城町

・人口減少時代におけるまちづくり対策
をどう講じていくのかを今から考えてい
かないといけないと思っています。
・安心して子どもを産み育てられるま
ち、年をとっても安心して暮らせるま
ち、この施策をもっともっと力をいれて
いきたいと思っているのと、このテーマ
である「若者の活躍の場づくり」です。
・玉城町は、県内でもトップクラスの農
業先進地でありますし、教育のまちであ
ります。過去を振り返れば、３０代・４
０代の若い人たちがこのまちを作りあげ
てきました。
・今、若い人たちの「交流の場」が少な
いという状況になっています。
・出会いの機会を作っていく必要がある
のかなとも思いますが、婚活の前に、若
い人同士が地域の中で活躍する場があっ
て、地域に貢献していけるのではないか
と思っています。
・戦略企画部や三重大のバックアップを
いただいて、少しずつ取組が進められて
きているので、もう少し力を入れていき
たいと思っている。

・働いて子供を育てる場所として、若い
世代に選んでもらえる地域となることが
大切だと思っています。
・「交流の場」については、私が委員を
やっている政府の報告書の中にも、青年
団のような交流する場を支援していこと
が必要だと書かせていただいたところで
す。
・婚活の支援についても行政がやらなけ
ればいけないのかとの意見があります
が、今４７都道府県のうち２９道府県が
婚活支援を実施しています。
・県においても若者が交流したり、活躍
したりする場を積極的に作っていきたい
と思っていますし、県独自で作らなくて
も、独自で頑張っている事例を紹介する
ことで、気づく機会を作ることをやらし
ていただいています。
・「新しい公共のヒント集」を３月末に
まとめました。その中で「若い世代が活
躍する場をつくる」という項目をつくり
ました。県内の４事例（四日市、鈴鹿
市、明和町、南伊勢町）を紹介していま
すので、ご活用いただければいいのかな
と思っています。

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

1／4



平成25年8月6日 現在

対談
市町名

対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）「１対１対談」 の主な発言内容

玉城町

・三重大学の西村先生が、近隣の市町で
人づくりのバックアップをされている
が、近く、玉城町にも来ていただくこと
になった。
・結局は「人」、人材育成が大事なの
で、町の将来を支える若い人たちを育て
ていくことに、町の行政でも力を入れて
いきたい。

・若い世代が地域で企業の取組を取材し
て、若い人の目線で情報発信していくと
いう取組もやらしていただいています。
・ボランティアとして若い大学生にきて
もらおうではないかということで、２月
に県営サンアリーナ（伊勢市）で開催し
た、第７回子育て応援わくわくフェスタ
に、高校生・大学生のボランティアを募
集し、３１８人の参加がありました。県
のイベントの運営のお手伝いをしてもら
いました。
・玉城町で８月３１日開催の「第３回玉
城勝田ぶどう祭り」に向けて、三重大学
とか皇学館大学とか三重短期大学の学生
や運営スタッフを募集させていただきま
した。
・三重県では、献血率が全国で下から２
番目なんで、学生の子たちが献血サーク
ルの連合協議会のようなものを作ってく
れましたので、それを応援しています。
・県としては、活躍する場をつくること
もやりますし、活躍している様子を情報
発信することにも力を入れているところ
です。
・西村先生がやられている、いわゆる西
村ゼミは、紀北町や南伊勢町等で、若い
職員や町の中心になっていくような人た
ちをやる気にさせていると聞いている。
・県でも、若手・中堅養成塾をやってお
り、若手職員の交流があっても良いかも
しれない。

対談項目１ 若者の
活躍の場づくり
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2 対談項目２ 住民の
居住環境の整備

・玉城町の下水普及率は、本年９月で６
８％まで到達するところとなりました。
・あと少しのところまできましたが、国
の予算にシーリングがかかり、なかなか
満額の予算配分がされていない状況で
す。
・平成２７年度の計画が達成できるよう
に要望していかなければならないと思っ
ており、県にバックアップいただかない
といけないなと思っております。

・農地・水の取組が三重県でトップで、
良い自然環境を残していくために、一刻
も早く町全域に下水道を整備したいと
思っています。

・公共下水道を整備する時は、通常、国
の「社会資本整備総合交付金」を使いま
すが、要望している額に対して満額がつ
きにくい状況にあります。
・平成25年度は、これまでの「社会資本
整備総合交付金」に加えて、老朽化対
策、防災・減災対策を目的とした「防災
安全交付金制度」が設立されました。こ
ちらの内示は１００％近いものですが、
玉城町の場合は新設なのでこの「防災安
全交付金」は使えないということです。
・県としましては、国に対して玉城町と
ともにしっかり働きかけをして、計画ど
おりに進めるようにバックアップすると
ともに、情報提供をさせていただいてと
もに考えていくことができればいいかな
と思っています。

・農地・水・環境の取組は、地域の人た
ちが主体になって自分たちでできること
をやっていただいている、大好きな取組
の一つなので、そういう人たちの思いが
止まらないように、しっかりバックアッ
プしていきたい。
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3 玉城町
対談項目３ 熊野古
道世界遺産登録１０
周年に向けて

・９年前に三重県が登録を記念して作っ
た「熊野古道賛歌」を来年はどんどん流
してほしいと思います。
・玉城町は伊勢路の起点、スタートのま
ちでございますし、宿場まちでありま
す。なんとかしてこの機会に玉城町の魅
力を発信していきたいと思っておりま
す。
・伊勢詣をされた方は、玉城を通って熊
野詣をされました。その街道は今もまだ
あります。
・来年は、熊野古道世界遺産登録１０周
年ですので、思い切って力を入れていき
たいと思っています。関係市町とも協力
していきたいと思っています。
・玉城町としては、景観まちづくりにも
力を入れていきたいと考えています。
・いろんなことを県に相談しアドバイス
をいただきたいと思っています。

・来年の７月７日がまさに１０周年とな
ります。来年の７月から１２月の半年間
にかけて、熊野古道世界遺産登録１０周
年を祝うイベントをどこかで何かをやっ
ているという企画を練っています。
・玉城町の取組も一緒になって入っても
らえるようにと思います。
・県でも南部地域活性化局を設けました
ので、しっかりやっていきたいと思って
いますし、来年度予算に向けては、世界
遺産登録１０周年のことも含めて、財源
としての基金につきましても確保に努め
ていきたいと思っているところです。
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